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文 化 遺 産 の 保 存 と 修 復 に 対 す る 概 念 へ の 洞 察










寒 冷 地 に お け る 歴 史 的 石 ’造 建 造 物 の 劣 化 と 保 存 対 策



















韓 国 の 冫ｇ 氷 庫 の 劣 化 機 構 と 保 存 環 境 の 評 価
キ ム ・ジヨ ン 、イ ・チ ャン ピ、 イ ・ミ ョ ン ソン






脱 水 乾 燥 し た 竹 簡 の 修 復 に 関 す る 研 究








口 鎖 発 表 要 旨
遺 構 の 保 存 に つ い て




日本では、１ ９ １ ９年「史跡名勝天然紀念物保存法」により史跡の保護制度が確立していらい、さまざまな遺構保存方法が試み
られてきたが保護棟を建設して風雨から遺構を護る程度のことしかされてこなかった。保存科学的に遺構保存が研究されるのは、
19  6 5 年横浜市三殿台遺跡の住居跡を保護棟に中で露出展示したのが始まりであると思われる。
19  8 8 年頃から土壌遺構の保存については、遺構を風雨や凍結から護ること、安定した温湿度環境を維持するために断熱性能
が高いこと、土壌水分の蒸発を抑制すること、生物の食物連鎖を防止することなど遺構を維持する保護棟の建設の基本的条件が整
理され、具体的な設計指針が整理された。そのような条件下で土壌水分の蒸発抑制を実施する処理薬剤として親水性シリコーン樹




石 ’造 文 化 財 の 災 害 発 生 予 測 シ ス テ ム の 屈 発 に お け る 基 礎 的 研 究





















中 国 の 伝 統 的 建 造 物 の 木 構 造 彩 色 表 面 の
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本研究では、代替燻蒸カスとして他の国々で使用されている酸化エチレン（15 wt%) とHFC 134a （85 wt%) の
混合カスや、酸化エチレン（20 wt%) と二酸化炭素（80 wt%) の混合カスおよびフツ化スルフリルに対して、文化
財に使用されている様々な材質どれほど安定性をもち、そしてどのような影響を受けるのか実験をおこなった。
実験方法　本研究において用いた代替燻蒸カスは酸化エチレン（15 wt%) とHFC 134a （85 wt%) の混合カスや、
酸化エチレン（20 wt%) と二酸化炭素（80 wt%) の混合カスおよびフツ化スルフリルであり、これらのカスが金属、
顔料、織物や紙におよぼす影響について観察をおこなった。燻蒸をおこなう条件については、財団法人文化財虫害研
究所の定める条件に準拠した。
実験に供した材質は金属、顔料、織物そして紙である。金属の試験片は銅（銅、99.98% 、30mm ｘ30mm ）と銀











酸化エチレン（20 wt%) と二酸化炭素（80 wt%) の混合カスは他のカスと比較して沸点が高い(10.73  t) と
いう欠点があるが、昆虫や微生物に対して強い殺傷能力を持ち、さらに遺物に使用される材質を損なうことはなかっ












ア ン コ ー ル 遺 跡 ・バ イ ヨ ン 寺 院 内 回 廊 の 浮 き 彫 り の
保 存 修 復 に 関 す る 科 学 的 研 究



















故 宮 に お け る 明 濟 時 代 の 彩 色 画 に 用 い ら れ た 保 護 材 料 の 研 究






























朝 鮮 時 代 木 造 建 築 の 丹 膏 の 仮 漆 に 用 い ら れ た 顔 料
磊 締 お よ び 冫６ ’周 朱 の 特 性 研 究
















ライトおよび少量のダイアスポアと角閃石からなる。石間朱の化学組成は、Si0246 ～48 ％、Al20324 ～25 ％、Fe2036 ～ﾌ ％、K20
3～4％、Na20 ４～5％、MnO  0.2% 、Ti02 0.2% である。
われわれは採取した磊緑と石間朱顔料を朝鮮時代の薬研器をもちいて朝鮮時代の方法ですり潰し､ 顔料の粒度毎に色度を測定した。






文 化 遺 産 の 輸 返 に お い て 発 生 す る 衝 撃 及 び 振 動 の 特 性
























陜 西 省 白 水 蒼 頡 廟 の 崩 壊 壁 画 を 処 理 す る た め の 脱 塩 技 術 の 応 用 試 験
陳 港泉 、 樊再 軒 、于群 力 、喬海 、唐 偉 、蘇伯 民 、馬 建 泰
陜西省の蒼頡廟は全国重点文物保護単位である。堂内に残る壁画の一部は主として1S 則こよって引き起こされる崩壊を生してお
６




験の評価は以下の通りである。壁画中、特に表面の塩含有率は明らかに低下した。特にNa ＼ K 气 ＣＩ'、Ｎ０３'を含む可溶性塩類の
場合、その含有率は1/3 減少し、２回目の脱塩処理後には表面の塩の含有率は70 ％減少した。しかし、Ｃａ２气so42 を含む塩に対
しては有効ではない。固化後、壁画は強化され、その外観には明らかな変化は認められない。本試験により、応用された材料と技
術が寺院の堂内の病害を受けた壁画の脱塩固化に適しており、主としてNaCI 、Na2S04 、NaN03 のような可溶性の塩を脱塩するの
に適していることが明らかとなった。
非 破 壊 分 析 に よ る 朝 鮮 時 代 後 期 の 女 性 用 銀 製 装 飾 品 の 研 究







校 倉 ・唐 祇 の 温 度 ・湿 度 ・大 気 汚 染 の 調 整 効 果
西山 要 一( 奈良 大)




















高 句 麗 古 墳 壁 画 保 存 の た め の 石 ’灰 モ ル タ ル に 関 す る 研 究











天然の貝殻から調製したもので（商品名cALcID ｕＲとＨＹＤＲＡＤuＲ、それぞれaμ 斗名NHL1 およびNHL2) 、２つは人工的な材料
である（それぞれアクリル樹脂とポリ酢酸ビニルを混合したもの、試料名NHL3 およびＮＨＬ４）。４つのモルタルの材質特性を調べ
ることで、使用可能なモルタルとそれらの使用可能な条件について知見を得た。４ つの水硬化性のモルタルそれぞれに対して、砂
との混合比をそれぞれ1:2 、1:3 、および1: ４とした３種の異なる混合比の円形a葭斗（直径50 mm 、厚さ１０ ｍｍ）を調製した。
それぞれのa葭斗は蒸留水によって相対湿度90 ％、温度10 ℃に保たれた環境下に置かれ、28 日間かけて固化をおこなった。変形
やクラックの程度や、点数荷試験によって求めた圧縮強度について記録した。試料に混合した砂は石英、長石から構成され、黒雲
母も含有する。S琳剔まそのpH が中性となるよう蒸留水で洗浄し、黒雲母は除去した。その後、試料は Ｋｓ の標準サイズに則っと






歴 史 的 處 造 物 由 来 古 材 を 用 い た
ヒ ノ キ 材(Chamaecypa 出 砧 加 ａ Endl.) の 強 度 特 性 の 経 年 変 化
横山 操( 京大生存圈研)、ヨセフ・グリル( 京大生存圈研・モンペリエ 大)、松尾美幸( 京大生存圏研) 。
矢野浩之( 京大生存圈研)、杉山淳司( 京大生存圈研) 、ブル ーノ・クレア( 二Ｅンペ リエ 大)、窪寺茂( 文建協)、















収集したこれらの古材群から､ 実験試料として、飛鳥期から近世までの歴史的建造物由来古材を ８点､ および現生材を選定した。
木材は生物材料であるため、その特性は、産地や樹齢にも依存する。経年変化の詳細を議論するためには、そのような個体差を考
慮する必要があるが、同じ樹種ヒノキ( ｃ冖∂ｍ∂ecyp∂ris oかωｓ∂Endl) を用い、なるべく年輪幅が揃ったものを選定した。また、
これらの建造物由来古材と同等の、均質かつ大径木材の日本国内での入手は近年では非常に困難であるとされるが、本実験では古
材のコントロール材として、文化財修理用材として高品質で最適であるとされる木曽産の現生ヒノキを使用した。
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臨 床 保 存 現 場 で の 金 属 器 保 存 処 理 の 実 践 と 方 向 性
塚 本 敏夫 、尾 崎 誠、尼 子 奈美 枝、 石川 恵美 、 橋本 英将 、山 岡奈 美恵 、中 越正 子

















館 蔵 壁 画 の 緩 衝 層 の 修 理 技 術 に 関 す る 研 究





韓 国 に お け る 塑 像 の 製 作 技 法 と 保 存
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土 質 遺 構 の 保 存 理 念 の 探 索 と 実 践

















珍 島 船 の 保 存 と 模 型｡ 復 元 に 関 す る 研 究
ホ ン ・ス ンジ エ 、パク ・ハ クス ン 、カン ・ワンチ ュ ン 、チュ ン ・ヤ ンワ 。
ム ン ・ワ ンス ク 、ヤン ・ソン ソク 、ユ ン ・ヨ ン ヒ 、イム ・ゾンデ
何世紀もの間、地中に埋没していた珍島(jindo) 船は全羅南道(Jeonnam) 珍島郡(Jindo-gun) 古郡面(Gogun-myeon) 碧
波里(Byeokpa-ri) の海岸から発掘された。しかし、1991 年から1992 年にかけて埋没していた船体の発掘調査が２回おこなわ
れた。珍島船の材質は本体、船尾材、船首材、防舷材、隔壁材、帆4主の架台、船尾連結材、船尾肋材、外板そしてその他の部材に
分けられる。残存する船の全長は16.85  m 、船幅は2.34  m 、深さ0.7  m であり、厚さは10 から23 cm である。
樹種について調査した結果、本体、隔壁材、帆柱の架台、船尾および肋材はクスノキ(Cinn ∂ｍｏｍびｍｃ∂ｍｐ加ｒ∂）、船の中央部
の防舷材はタイワンアカマツ(Pinus ｍ∂ssoni■∂rl∂）から構成され、縦通材はクヌギ（Q びercus∂ｃばissim∂）から構成される。
1992 年から2002 年 １１月にかけて、脱塩と表面の洗浄、そして異物の除去が実施され、2002 年12 月から2008 年12 月に
かけて、船の強化処理が実施された。強化処理にはPEG#400 の20 ％溶液と、PEG#4000 の25 から45 ％溶液が使用された。最
初の強化処理における乾燥工程では、F.R.P  (fiberglass reinforced plastics)を用いて船体の内側の養生をおこなった。そして湿
度調整のための40 個の窓を取り付け、その後さらにウレタンフォームによって養生をおこなった。











日 本 に お け る 紺 色 ガ ラ ス 玉 の 変 遷 に 関 す る 科 学 的 研 究
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１世紀から フ世紀にかけて日本で出土した紺色ガラス玉の化学組成を調査した結果、その材質にはカリガラス(K20-Si02) およ
び酸化アルミニウム含有墨の異なる21 尠頁のソーダ石灰ガラス(AI2O3"N02O~C3O~SiO2  t Na20-Ca0-Si02) が認められた。この
うちNa20-Ca0-Si02 ガラスにおいては、Ｍ９０およびK20 の含有量が少ないタイプ(MgO  , K20  < 2%) と、Ｍ９０およびK20 の
含有量が比較的多いタイプ(MgO 、 K20 > 2%) が存在することも明らかとなった。
着色材に蓊目すると、ＣｏＯに付随する ＭｎＯの含有量が多いタイプ(MnO  > 0.5%) と少ないタイプ(MnO  < 0.5%) の２種類
が存在し、材質と一定の対応関係が認められることが判明した。K20-Si02 ガラスの着色材は例外なく ＭｎＯ含有墨の多いタイプあ
り、Al?03-Na20-Ca0-Si02 ガラスも一部の例外を除いてほとんどが ＭｎＯ 含有畄の多いタイプ’であった。いっぽう、Ｍ９０ および










ノリ テ リ ア セ ル ロ ー ス に よ り 強 化 し た 人 工 老 化 絹 試 料 の
老 化 抵 抗 性 に 関 す る 予 備 試 験









北 京・頤和 園コレクションの慈橲太后肖像 画の保存
Anne  van Grevenstein
北京・頤和園コレクション中の非常に劣化したキャンバス画の保存についてリンバーグ保存研究所に問い合わせがあった際、熟




































で表現したものである。それは責任者であったAnne  van Grevenstein 教授によって述べられた魅力的なプロジェクトに対する結
論であった。
















人工雨水のpH は４.0、8.0、および5.6 とした。pH4.0 と８．０は慶州における雨水の酸性度のそれぞれ最低値と最高値で、pH5.6




携 乖 型 丗 光 Ｘ 線 分 析 法 に よ る 高 松 塚 古 墳 壁 画 漆 喰 に 関 す る 調 査
降幡順子( 奈文研)、早川泰弘( 東文研)、高妻洋成( 奈文研)、吉田直人( 東文研)、辻本与志－( 奈文研)、
佐野千絵( 東文研)、三浦定俊( 東文研)、肥塚隆保( 奈文研) 、建石徹( 文化庁)
高松塚古墳石室(ﾌ 世紀末から８世紀初頭)は、16 石の凝灰角れき岩より構成され、その大きさは幅1.03m 、奥行2.65m 、高さ
1.13m である。石室内部には男女の人物群像、四神( 朱雀を欠く)、日月・星宿が描かれている。
12
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今回の調査は、石室解体後の2008 年に、携帯型XRF 分析装置（電池含み約1.ﾌkg ）を用いて、東壁石2（青竜）と西壁石２（白虎）
の漆喰に対して実施したものである。 測定は、石材を囲うフレームと二方向にスライド可能なアーム付きの分析用フレームへ分析
機材を取り付け、壁画の損傷を防ぐために壁画面から離れた位置より装置を操作する方法でおこなっている。測定箇所は、壁画面




故 宮 處 福 宮 の 彩 色 画 顔 料 の 変 遷 に 関 す る 研 究














韓 国 感 恩 寺 址 石 塔 の 保 存 科 学 的 処 理
キム ・サ ドク （大 田 国立 文化 財研 究所 ）、 イ ・テ ジョ ン （慶 州国 立 文化 財研 究所 ）。
イ ・ソ ンミ ョ ン （大田 国 立文化 財 研究所 ）
感恩寺址の石塔は国宝第112 号に指定されており、統一新羅時代の石造文化財を代表するものである。しかし、この石塔は海岸












の接着にはエポキシ系接着剤のL-30 も使用した。含浸強化にはワッカー社製BS 100 をスプレーおよび刷毛で塗布した。この工
13
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程は3-4 日おきに３回繰り返した。またこの工程は舂から初夏にかけての期間に完遂し、その間の気温は18 ±6℃で相対湿度が58
士フ％であった。本研究の結果は、韓国の石造文化財の現場における保存処理システムの構築に寄与するものと考える。
中 国 漆 器 の 塗 装 技 術 と デ ン プ ン 粒 子 の 利 用
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